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 要  旨 
 近年の無線通信に対する需要増加を背景に，無線通信では周波数資源の不足に直面している．この資源逼迫は
既存システムのブロードバンド化に対応するための帯域拡張や，新規参入システムのための専用帯域の確保を困
難にするなど，深刻な問題として捉えられている．この周波数資源不足は現在の排他的な周波数の固定割り当て
方式に大きな要因があると捉えられており，帯域確保が困難といわれている状況でも，利用状況の時間的・空間
的な偏りから未使用の帯域が存在しているとの報告もなされている．この問題に対する抜本的な解決として，現
在コグニティブ無線技術による Dynamic Spectrum Access に注目が集まっている．コグニティブ無線とは端末が
周辺の環境を認知し，その結果に基づいて搬送周波数や変調方式などの通信パラメータを自律的に変化させる技
術である．この技術を用いることで，既存システム（プライマリシステム）が使用していなかった帯域を二次的
に利用することが可能になる．しかしながら二次的に周波数を利用するシステム（セカンダリシステム）はプラ
イマリシステムよりも低い優先度で通信を行うため，プライマリシステムを保護しなければならない． 
 セカンダリシステムはセンシングという周辺環境を観測する技術を通して，周辺情報を取得することができる．
しかしセンシング情報だけではプライマリシステムの保護と充分なセカンダリ通信品質を得ることは難しいと言
われている．この問題に対して，周波数共用専用の外部サーバーによる補助情報を取得し，活用する手法が提案
されている．補助情報とはプライマリシステム情報や地理情報，無線環境に関する情報などがあげられる．セカ
ンダリシステムはこれらの補助情報を活用することでプライマリに与える与干渉の推定・制御が行えるようにな
る．その結果，自身の通信品質を改善しながらもプライマリシステムを保護することが期待できる．著者も補助
情報に基づいた周波数共用手法として，通信容量保持率という干渉評価メトリックの提案とそのメトリックを用
いた保護条件式，送信電力制御手法を提案した．しかし，送信電力制御はフェージング環境を想定しておらず，
フェージング環境下ではプライマリを保護することができないという問題があった．本研究では，レイリーフェ
ージング変動を考慮した送信電力制御手法を提案し，解析的評価を行った．また，複数セカンダリが一つのプラ
イマリシステムに対して周波数共用を行えるように送信電力制御手法を拡張し，数値シミュレーションによる評
価を行った． 
評価ではプライマリシステムとセカンダリシステムが達成可能な平均通信容量の解析式の導出を行い，提案し
た干渉確率と許容干渉電力量の関係を簡易に設計する送信電力制御手法を用いることで，複雑な計算を行わずに
保護基準で求められる Outage Probability を満足しつつ，充分な通信容量を得られることを確認した．また，複
数セカンダリ用送信電力制御では，システム数が増加してもプライマリシステムを保護可能であることを示した． 
 
